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はじめに

本報告集は、 2001 年 5 月 28 日 \sim 6 月 1 田こ京都大学数理解析研究所で行われた短

期共同研究「偏微分方程式の解の適切性と正則性に関する研究」における講演の概

要ならびに、その後の研究成果の報告を纏めたものである。 この短期共同研究は、

「波動写像と正則性」および「保存則系」 の 2 つのセッションから構成されており、
それぞれのテーマに関連した基礎的な事柄、最近の研究成果や話題に関する講演の

後、 25 名の参加者で討論を行った。偏微分方程式の異なった分野の研究者が集まり、
様々な観点から自由に討論することで、問題解決の糸口や新たな手法、 問題意識の

開拓を狙って本短期共同研究を計画したが、 期間を通じて活発な議論が行われ、今

後の発展を期待させるものも数多くあったと感じられた。

本短期共同研究の参加者の方々、企画段階からご助力して頂いた共同研究者の方々

ならびに、 この企画を支持して下さいました数理解析研究所運営委員の先生方には
心より感謝致します。最後になりましたが、数理解析研究所の共同利用掛の皆様に

は大変お世話になりました。 この場を借りてお礼申し上げます。

2002 年 8 月 1 日

研究代表者 松本 敏隆 (広島大学)
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